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１ 設置までの経緯

（１）これまでの埋立処分

 様々な種類の廃棄物を穴に埋めるだけ
（２）厚生省通知（平成１１年７月）

 遮水シート等を有さない処分場は、浸出液の
 処理が必要な焼却灰等の受け入れを速やかに
 停止するよう指導

（４）「伊豆諸島及び小笠原における清掃施設整備
   計画」を策定

（３）島しょ地域における循環型ごみ処理システム
      検討委員会（通称「STEP：Study for Tokyo Eco-islands Plan」）の設置







２ ＳＴＥＰによる提言

＜処理施設の現状と課題を分析＞

• 施設整備等の具体的対策
既存の処分場の適正な管理、
管理型処分場の確保、焼却灰の資源化

• し尿・浄化槽汚泥の処理

• 焼却施設
 施設の適正な燃焼管理等

• 産業廃棄物の適正な処理 等



３ 処分場の型式

• ①安定型
 河川、地下水等を汚染しない廃棄物のみを
埋め立てる処分場

• ③管理型

  遮水シート及び水処理施設を有し、有害な

 廃棄物以外を埋め立てる処分場

• ②遮断型
 有害な廃棄物等を、コンクリートにより周辺
環境と隔離した状態で埋め立てる処分場



①安定型処分場（概略図）



②遮断型処分場（概略図）



③管理型処分場（概略図）

浸出水処理施設

浸出水集排水設備

遮水シート



４ 「伊豆諸島及び小笠原における
清掃施設整備計画」

（１）島嶼地域以外への廃棄物処理委託を否定

（３）島同士の連携を基本に、数島での共同

処理や施設の共同設置

（４）処理施設は一島に集中させず、迷惑負担

の公平化と応分の財政負担

（２）各島単独での施設整備は非効率・困難



５ 最終処分場の確保

• 当面、北域の大島町と、南域の八丈町に
管理型処分場を設置

• 北域：大島、利島

• 中域：新島、式根島、神津島、三宅島、御蔵島

• 南域：八丈島、青ヶ島

• 中域については三宅村の災害復旧の進捗
状況を見ながら検討を進める

北域：大島、利島、新島、式根島、神津島

南域：三宅島、御蔵島、八丈島、青ヶ島
当
面
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八丈島処分場



６ 八丈島処分場の概要

（１）埋立面積：6,200ｍ２

（２）埋立容量：49,500ｍ３

（３）埋立廃棄物の種類

焼却残渣（燃え殻、ばいじん）

不燃ごみ（沈砂）

（４）埋立期間：17年間（平成41年まで）



７ 八丈島処分場の財源

補助対象
事業費

補助対象
外事業費

国庫
補助金

起債

都補助金

一般財源

・補助対象事業費の1/3総
事
業
費
22
億
円

・総事業費から国庫
補助,起債,都補助を
除いた額

・総事業費から国庫
補助,起債を除いた
額の50%

・国庫補助金を除いた補助対象事業費の額の
95%と補助対象外事業費の75～95%の合計額

５億8千万円

１２億8千万円

２億5千万円

9千万円













８ 遮水シートと覆土

改良地盤

不織布      ：厚10mm

遮水シート：厚1.5mm

遮光性保護マット：厚10mm

遮水シート：厚1.5mm

不織布      ：厚10mm

保護土

遮水シートは浸出水が処分場以外に漏れる
ことを防止するもので、下図のような構造に
なっています。
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保護マット

遮水シート①

保護マット

遮光マット

遮水シート②



シート溶着シート敷設









９ 埋立作業

• 搬入：コンテナ・フレコン(袋)で搬入

• 台貫で計量



• 搬入物の確認

• 場内車両への積替え



• 埋立及び覆土

重機での埋立、サンドイッチ・セル工法
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遮水シート雨水集排水施設

準 好 気 性 埋 立

埋め立てた廃棄物

・空気の取り入れ

・発生ガスの排出

埋立ガス処理設備 空気

ガス



地下水

防災調整池浸出水処理施設埋立地

10 水処理と処分場断面図



遮水シート雨水集排水施設

浸出水集排水設備

廃棄物層を通過した汚水(浸出水)
を浸出水処理施設へ送る

雨

汚水

廃棄物



11 浸出水処理施設

遮水シートの上に溜まった浸出水は、浸出水
集水設備により集められ、浸出水処理施設
に送られます。
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地下水

モニタリング井戸
（上流側）

モニタリング井戸
（下流側）

12 水質測定



処分場平面図

（上流側）

（下流側）



最後に

八丈島処分場・大島処分場は

これからも適正な維持管理を行い、

安心・安全な施設運営に努めてまいります。

皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。
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